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１．はじめに 

宮城県における大豆などの水田転作作物は,汎用化水田を中心に水稲との輪作ローテン

ションで展開されていることが多い。そのため畑作時の排水能力が生産力を高めるうえで

重要な課題となっている。また，排水手段としての明渠は，大区画ほ場において単独でほ

場外への排水に至らず，明渠内で停滞水となることが多い。そこで，営農レベルでも施工

可能な明渠と弾丸暗渠を組合せた方法を用い，排水向上及び収量向上効果を検証した。 

２．試験概要 

試験は県内陸部の 1ha 区画(125m×80m)で本暗渠が標準施工（10m 間隔，田面下平均 80cm

深さ）に基盤整備されたほ場で行い，弾丸

暗渠を明渠に接続するほ場（以下，接続区）

と接続しないほ場（以下，非接続区）を設

けた。ほ場外周に額縁明渠を幅 30cm，深さ

20cm 程度で施工した後，弾丸暗渠を 3m 間

隔で施工した。このとき，接続区は弾丸暗

渠の施工開始位置を額縁明渠内から施工し，非接続区は額縁明渠から外れた位置から施工

を開始した(図 1）。2017 年 5 月 28 日に大豆（品種：タンレイ）を播種した。 

調査項目は,接続区，非接続区ともほ場中心部及び明渠内に圧力式水位計（HOBO 社製）

を設置し地下水位及び明渠水位の計測，ほ場

中心部に土壌水分センサー（DECAGON 社製）を

畝下 15cm に設置し体積含水率を計測，暗渠管

吐き口及び落水口に電磁流量計を設置し暗渠

排水量及び地表排水量を計測した（図２）。ま

た明渠の水位状況を確認するため，自動連続

撮影カメラ(brinno 製)をほ場の乗入口付近に

設置し日中間のみ撮影を行った。8 月 16 日に

大豆の生育調査，10 月 31 日に収量調査及び検土丈 

による土壌調査を行った。 

３．結果及び考察 

１）排水向上効果について 

測定期間中の降雨時の明渠水位は,非接続区より接続区のほうが 1.1～6.0 倍速く水溜ま

りが解消され,非接続区で水溜まりが確認されても接続区では発生しないときがあった(図

3)。定点カメラ観測でも水溜まりの消失状況が確認された(図 4)。体積含水率の推移に大 

 

図 1 弾丸暗渠の接続イメージ図      

接続区 非接続区 

図 2 調査項目配置図 
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きな違いはなかったが終始接続区のほうが低か

った(データ略)。 

測定期間中の総暗渠排水量は非接続区 216.1 

mm に対し接続区は 431.3mm であった(表 1)。ま

た同期間中の地表排水量は,接続区でわずかに

観測されたのみで,非接続区では観測されなか

った(表 1)。このことから,明渠の水溜まりは地

下浸透,あるいは接続区においては接続部を通

じて地下(暗渠)排水されると推測される。また，

雨量に対し暗渠排水によって排水された割合を

示す雨水排水能力は，接続区は 72%と高い能力

を示したが，非接続区は 36%に留まった(表 1)。

このように本試験では両区の暗渠排水量に明確

に差が出たことから,接続区で地下(暗渠)排水

が促進され，排水向上の効果が示されたと考え

られた。 

２）収量向上効果について 

大豆の生育や収量は，接続区の方が優る

傾向にあったが有意差はなかった(ポスタ

ー参照)。これは非接続区において目立った

湿害等の排水不良が確認されず，土壌調査

において非接続区部の浅い位置に砂層が確認されたことから，元々地下浸透量が多かっ

たことが影響したと推察された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

明渠に弾丸暗渠を接続させることで ,明渠内の水溜まりの排水促進効果 が確認

された。非接続区のほ場が比較的排水性が良いほ場だったため，収量向上 効果ま

では至らなかった。今後は本試験とは異なる土壌タイプや排水不良水田で 収量向

上効果の検証を確認する予定である。  

図 4 明渠水位状況(自動連続撮影カメラ) 

注1)下表の「接続区(h)」及び「非接続区(h)」の時間とは，明渠水位が0以上(水溜まり状態)になったときから0以下になるまでに要した時間
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7/2中耕

①
② ③

④
⑤ ⑥

⑦

⑧ ⑨
⑩ ⑪ ⑫

⑬
⑭ ⑮

⑯ ⑰
⑱

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱
降雨期間 6/10 6/14~16 6/21 7/2 7/3~4 7/13 7/16 7/18 7/22~24 7/28~29 8/4~28 8/29~31 9/7~8 9/11~12 9/17~18 9/23 9/28 10/7
総雨量(mm) 12.5 10 19.5 12 40 18.5 10 11.5 40.5 20.5 148 49 18 35.5 43.5 24.5 20.5 10.5
接続区(h) 0 11 24 1 49 7 0 25 99 44 437 89 34 61 62 55 51 0
対照区(h) 26 53 46 2 95 42 11 47 109 126 588 119 52 67 87 62 77 25
時間差 26 42 22 1 46 35 11 22 10 82 151 30 18 6 25 7 26 25
対/試　比 4.8 1.9 2.0 1.9 6.0 1.9 1.1 2.9 1.3 1.3 1.5 1.1 1.4 1.1 1.5

中耕前← →中耕後

図 3 明渠水位 

表1　暗渠排水量及び地表排水量
総暗渠
排水量mm

総地表
排水量mm

総排水量
mm

総雨量
mm

雨水排水
能力

接続区 431 4 435 72%
非接続区 216 0 216 36%
　注1)6/6～10/16の期間中に観測された総量

595.5
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